
             人造石油 及び 代用液盟燃料

      人造石油 及び 代用液體 燃料
              (特 別 講 演)

          エ學博士 喜 多 源 逸

 私 は當地に於て3回 本問題 に關して講演しナこ事があります.(燃 料協會誌,昭 和4

年,8,664;工 業化學雑誌,昭 和6年,34,714;日 本學術協會報告,昭 和6年,7,558)

今 日は 昨年私が 欧洲族行中見聞致しました事を 御話致 し,次に私共の研究室で行っ

て居る研究成績を附加へ 最後 に 國策に就て一言したいと思ひます.

 現在考へ られてゐる 液膣燃料を得 る方法を大別す ると 次の通 りであります.

 L石 炭 或は 褐炭の低温乾溜

 2・石炭 或は 褐炭の直接水素添加(ペ ルギン法)
                              の

 3.一 酸化炭素 及び 水素の混合瓦斯を原料 とする合成法(原 料瓦斯は骸炭,石 炭 或

  は 骸炭煽瓦斯,天 然瓦斯 より製造する)

      メ タ ノー ル

     {藷 姜
 4.」 タン か ら ベンゾール,ア セチレンの直接製造

 5.ア セチレンの重合

 6.魚 油 共他の分解

 7.頁 岩 の 乾 溜

 更に代用燃料 として 次の ものが考へ られ ます.

 8。酒     精

 9.ベ ン ゾ ー ル

 10.テ ト ラ リ ン

 1L膠 質 燃 料

 之等の内で石炭,骸 炭煽瓦斯,天 然瓦斯を 原料 とす るものは埋藏量の多い貼 或は
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原料債格の安便な貼に於て 最 も 興味があります.

   低 温 乾 溜

 低温乾溜は 装置 及び 製品,牟 骸炭の虚分に困難が あつて 廣 く行はる 」に至つて

ゐないが,猫 逸では 地方によつて古 くか ら 褐炭の低温乾溜が行はれて居 りKohlen-

veredelung A.-G.及 びProf. Seidenschnurの 方法が 大規模に實施 されて居る.

 私はKohlenveredelung A.-G,法 を實行 してゐるSchwelwerke Minna Anna A.-G.

Werk Gδ1zauを 見學 しナこが 高10m,樫1・8 m,1日 裾炭120噸 乾燥炭70噸 を慮理 し

得 る熔 を8壼 動かして居つナこ.粉 炭 及び 牛骸炭 の一部は 微粉炭 として 蒸氣罐 に使

用 し 牛骸炭は 此地方で家庭用に使用せ られるさうで 甚だ有利である.

   ベ ル ギ ン 法

 ベルギン法は 周知 の様に100-200氣 屡,420。Cで 石炭に 水素を作用させ 水素化

と同時 に 分解を起 させて液化する方法で,大 規模に試験せ られ 蓮綾作業の成績 も良

好であつナこが 経濟的探算の見込が無いので 現在は中止せ られて居る.

 1.G.會 肚では 爾ほ研究を綾けて居るさ うであるが,現 在工業的に 實行されて居

るのは ロィナ工揚 に於ける 重油か らベ ンチンの製造である・1日300噸,年 産約10

萬噸の ロイナベンチンを 自動車燃料 として販責 して居 る.

 1.G.の 方法では 此 憂化を2段 に行つて居る・第1段 は 液相で適當な燭媒の 存

在の下に 蒸氣張力の高 い中油に 分解水素化す る・此際に酸素,窒 素 及び 硫黄の化

合物は除かれる.第2段 は 固有の分解水素化であつて 例へば425。C,200氣 歴で 分

解水素化を行ふのである・

 此等の反慮は 出來 るだ け低温で行ひ,瓦斯肱炭化水素の生成 を制限し 又 燭媒作用

に有害な 高級縮合物の生成を 防 ぐ必要がある・温度が高 くなると水素化の敷果が少

くなり,瓦 斯歌炭化水素 及び 容易に重合する脱水素化 液欺炭化水素の生成が 促 さ

れる.

 燭媒 としては 分解反慮を促進すると同時に,分 解されナこものが重合す る以前 に 水

                 (37)



             人造石油 及び 代用液髄燃料

素化 される性能の もので なければな らぬ.鰯 媒の種類に依つて 反慮の方向が決定 さ

れ るか ら ベンチンの製造に適當な ものである事,多 少の硫黄が 存在 して居て も差支

ない事等が 鰯媒の必要條件である,

 1.G.の 研究の結果 或 る種金屡の 硫化物が 此 目的に適當なる事が獲表 されナこ・小

田良卒氏の實験 によるも 硫化 ニッケル,コ バル トが 有数 な事が確である.小 田氏は

沃素 も 亦 有利 なるを認めた.現 在 ロィナエ揚で 如何なる鰯媒を使用 して居るかは

不明であるが,恐 らく硫化物であると想像せ られる.

   一 酸 化 炭素 及び 水 素 の混 合 瓦斯 を原 料 とす る合 成 法

 メタノールは 現在 工業的に大規模に 製造 されて居るが 高領で ある.Fischer氏

は 以前鐵燭媒を使つて 高歴下で シントール合成を企てナこが,今 日では常歴で 石油

炭化水素の合成に 全力を注 いでゐる.

 燭媒 として以前は コバル トを主成分 とす るものを使用した.鐵 も敷果 はあるが コ

バル トに及ばないのみな らす,反 慮の形式が違つて コバル トの揚合には 一酸化炭素

中の酸素は 接鰯反慮後 水に攣するが,鐵 の揚合には炭酸瓦斯 に攣す る.從 つて コバル

トを用ふ る時 には 未憂化瓦斯が 共儘利用出來 るが 鐵を用ふ る揚合には 炭酸瓦斯を

含み 利用す るのに困難がある・ コバル トに較べて 安債なニッケルを 鰯媒 とする研究

                      は 當初は不成績であつナこが 逡に
    第   一   圖                      強力

な ものを獲見す るに至つナこ.

         盛、 ・㊥ の欝:瓢 鰹 嚢
 A      ' /    1乙    造し得 るに至つ7こ.實 験装置は第

    _t._    e。4■-M       l圖 の様な もので,最 近の成績は

   D/ E     第俵 及び第2表に示し樋 りで

 ' η                ある・自Pち ニッケル・マンガン角蜀媒

                      に トリアを加ヘナこものは 使用瓦

                      斯1m3に 就 き137 ccの ベ ンチン
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を,又 アル ミナを加へた ものでは130 cc/m3の 成績 を得,夏 に 酸性n土 を川ひて も同

様な優秀な結果を得て居る・

 爾 コバル トを使ふ時 同時に銅を添加 してや ると 還元温度を 低下す る事が出來て

有利であるが,ニ ッケルの揚合には 銅 と合金が出來て 不利である事が以前から知 られ

て 居 ・ ・F・ ・ch・・(・ ・enn・t・ff-…m・e,・1933,・4,・4・)は ・ ・ケ ・レの1㌔%銅 ・・ 佛 し

て居て も 接鰯作用に有害である事を報告して居るが,我 研究室の成績に依ると,普

通 ニッケルに含まれて居ろ様な 少量の銅は 別 に有害でない事が判つナこ・

 鰯媒は 現在の強 さで 充分であると思はれる.此 反鷹は200。C附 近で行はれるも

のであるが,磯 熱反慮であるか ら 大規模の装置では 過熟を防 ぐ注意が要る.若 し温

度が高 くなると 高級の炭化水素 を生 じ 鰯媒反慮を害する.

 原料瓦斯 は 一酸化炭素 と水素が1:2容 の ものが適當であ る.實 際問題 としては如

何 にして 之を 安債に得 るかにある.天 然瓦斯 或は 骸炭熔瓦斯 を用ひ メタンを 水

蒸氣 と加熟分解すべ きであ らうが,果 して 何程で製し得 るかを研究せねばならぬ.

   代 用 燃 斜

 酒精を揮獲油に代用 或は 混川す る事は 各國が考慮し 叉 實行 して居る,猫 逸 佛

蘭西 に於て も 共 使用を奨働 して居る・濁逸では一昨年動力用酒精使用量は5萬 噸に

達 して居る.然 し 揮獲油の5%に しか達しない.佛 蘭西では 最近650,000靖 で 輪

入揮爽油の2%程 度である.

 我國では 豪溝で糖蜜から 約3萬 石製造されて居 る.豪 溝産の糖蜜を全部酒精 に利

用す るとして 約20萬 石の酒精が製造出來るが,現 在 揮獲油内地消費高 約366萬 石

の10%に 逮 しない.

 ベ ンゾールも 酒精同楼 重要な代用燃料である・然 し 濁逸の例を見 ると37萬 噸程

度である.且 つ 此は 諸種の化學製品の原料に供せ られ るか ら 揮獲油代用 としては

著し く制限 され る筈である.我 國の生産高は 約2萬 噸餓に過ぎない.

  纏 濟 的 考 察

 最近の米國雑誌に依ると ガソリン1ガ ロン2-3セ ントと記載 されて居 る.自Pち1
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             第 1 表

實   醐 媒    `   櫨 反 瓦 生 成 物

馨(Ni =2g,硅 藻土=・ 2.5 g)  温 鷺 叢 竺 煙
號        度 問 縮 水 油
.                        (OC) (時)  (%)

13Ni十18% Mn           200 43,8 68,2 169 85,2

25Ni十12%Mn十3%Cr      〃 22,7565 152 79,8

26Ni十 〃 〃+3%Mo      ク 23,5 57,2 155 76,2

27Ni十 〃 ク+3%W      ク 23,261,3 161 98,8

28 Ni十 〃  〃+3 % U308      ク  23β 66,8」152 102

29Ni+15%Mn+ 1%ThO2    ・ 〃 23,9 64,5 155 105

30 N三 十 〃  〃+ 3%〃        〃  22,8 80,2 206 137

31Ni十 〃  〃 十 1% Al20,      ク  23,5 76,1 198 120

32 Ni+〃  〃 十 3%〃        〃  23,6 75,8 201 130

33 Ni十 〃  〃 十 5%〃        〃  23,6 74,3 196 121

34 Ni十 〃  〃+75%白 土(赤 谷)    〃  23,6 59,8 159 94,6

35  Ni→ 一 〃    〃  +50% 〃   〃          〃    23,4  59,0   161   95,6

36 Ni十 〃  〃 十25%〃  〃     〃  23,1 79,2 213 129

37 Ni十 〃  〃 十25%白 土(糸 魚川)   〃  23,9 81,6 206 131

38Ni+〃 〃+25%白 土(小 戸大 澤) 〃 ・24,3 80,2 206 129

39Ni十18%Mn           〃 22,0 73,7 192 112

40Ni十15%Mn           〃 23,0 78,5 196 119

41Ni十12%Mn           ク 23,0 60,6 158 93,1

42Ni十15%Mn十 澱 粉69      〃 23,5 6,3 19 3,7

43Ni十15%Mn十 〇,1%Cu      〃 22,2 74,5 196 11フ

44 Ni十 〃  〃+0,5 〃        〃  23,4 73,5 182 118

45  Ni+  〃    〃  + 1,0  〃                〃    22,0  69,8   184   98,1

46 Ni十 〃  〃 十L5 〃         〃  20,0 58,5 10フ 40,)

           使用瓦斯{潔 識
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               第  2 表

             合成石油炭化水素の分析結果

          D㌘ 一α6994

        (パラフiン族 94%,  ナフテン族 認め難し.オレフ1ン族  6%,  芳 香 族 認め難し・)

     劃分㏄ ・ 容轟% D㌍ 螺
     (初溜20。C)                 .

     一::三:1-…1:乳一 一謂 ・・626}1・ ・3572

     40-50        1,2       9,3         '-           1,3700

     50-60        0,9      10,2           -             -

     60-70       11,4      21,6         0,6600         1,3743

     70-80        2,4      24,0         0,6646         1,3779

     80-90        1,8      25,8         0,6735         1,3818

     90-100       12,2      38,0        0,6845         1,3871

     100-110       3,0     41,0        0,6902        1,3901

     110-120         1,5      42,5          0,6986          1,3947

     120-130        7,7      50,2         0,7039          1,3969

     130-140       4,5      54,7         0,7114         1,4010

     140-150       5,2      59,9         0,7165         1,4032

     150-160       3,6      63,5         0,7208         1,4053

     160-170        3,4      66,9         0,7265         1,4085

     170-180        2,8       69,7          0,7319          1,4111

     180-190       2,0      71,7         0,7372         1,4135

     190-200       3,1     74,8        0,7414         1,4160

     残 留 物  19,8  94,6

     損 失 量        5,4     100,0

立 卒 債1ee 4厘 以 下 と見 て よ い ・ 叉 私 が 濁 逸,佛 蘭 西 で 調 査 し て 來 ナこ虞 で は,港 で の
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債格が1立 に就 き 李贋2銭5厘 である.此 の 安便な ガソリンと競雫すろ事は 何れ

の法を以て も不可能である.其 故 現在では何れの國で も 保護によつて代 用燃料の使

用を奨働して居 る.例へば佛蘭西に於ては 現在 酒精100立 を340フ ランで買ひ上け,

自動車用には120フ ランで携下けて居る.此 債格はガソリンの債格 から 割出された

ものである.

 猫逸のロィナベンチンも 關税の保護で漸 く成立つて居 る.

 我國 としては 満洲で頁岩油が 大規模に製造されて居 り,叉 海軍で石炭の液化を工

業的に試験 して居る様である.現 在では 頁岩油工業は 勿論 不利盆であるか ら,之を

蝕 り大規模に行ふ必要はないと思ふ.其 よりも 未だ成功 して居ない方法 を 完成 して

工業規模の最小の工揚を 卒時動かして,一 朝外國油の供給のない時に備へて置 く必要

があると思ふ.

 爾 此際考へ らるL事 は 石油は 現在 洪水時代であるが,賂 來訣乏るす時期が來 る

可 く 共 揚合には 自然贋格が騰貴するか ら 合成燃料の工業が 経濟的に 容易になる

事 と,液 艦燃料の内で も揮護油の需要が猫佛の例を見て も 著 しく増加すべ きである

か ら,之 に 適當な合成法 例へば 一酸化炭素還元の方法等に 特別の注意を排ふ必要

があると思ふ.
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